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今号のトピックス 
１ 区有地を活用した電気自動車のシェアリン

グ事業、 

２ 「板橋区 EVバイクバッテリーシェア事業」 

３ 脱炭素経営セミナーを開催します 

４ 環境関連補助金・支援策情報 

５ 環境管理ニュースについてご意見をお寄

せください 
 

 
１．概要 

板橋区では令和２年１２月、区有地を民間事業者に貸し出

し、電気自動車（ＥＶ）等のカーシェアリング事業を展開する実

証実験を開始しました（ＥＶ１台、ガソリン軽１台）。また、資源

環境部の庁有車を１台分削減し、その代替車として、職員が

必要な時に必要なだけ当該電気自動車を借り上げ、環境負

荷の低減を図ると同時に、板橋区民にＥＶを実際に利用する

きっかけを提供することが目的に実施してきました。 

令和２年度当時はＥＶがほとんど普及しておらず、区民が乗

れる（触れる）機会もない状況でした。 

 

 

２．経過 

 令和２年度から令和５年度の３年間で、月間の利用回数も増

加していき、行動変容の効果が見られ、恒常的な利用となり、

シェアリングサービスも板橋区民の生活に定着しました。 

このことにより令和６年２月から、台数を２台から４台（ＥＶ２

台、ＰＨＶ２台）に増台し、より行動変容を促す環境づくりをす

ることとしました。 

これに伴い、カーシェアリングステーションも板橋二丁目 68-

1 からＧＳパーク板橋区役所前（板橋二丁目 61-6※旧保健所

跡地）へ場所を移しました。 

 こちらのカーシェアもどなたでもお使いいただけますので、

ぜひご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

「板橋区 EVバイクバッテリーシェア事業」を実施し

いた

ばし 環境管理ニュース 
 発行：板橋環境管理研究会 

〒173-0005 板橋区仲宿 54番 10号 

第４５５号                     板橋産連会館 

 電話：03-3962-0131 

 FAX：03-3962-0133 
(板橋区公式ホームページからも閲覧可能) 

https://www.city.itabashi.tokyo.jp/bousai/kankyo/manageme

nt/1005779.html ※年７回（不定期）発行となります 

 

区有地を活用した電気自動車のシェアリング事業 

 

初代ステーション 

（板橋区二丁目 68-1） 

新ステーション（EV） 

（GSパーク板橋区役所前） 

（板橋区二丁目 61-6） 

https://www.city.itabashi.tokyo.jp/bousai/kankyo/management/1005779.html
https://www.city.itabashi.tokyo.jp/bousai/kankyo/management/1005779.html
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板橋区では「ゼロカーボンシティ」「スマートシティ」実現のため、EV（電動）バイクバッテリーシェア

事業を実施しています。 

１．概要 

EVバイクは電気の力でモーターを回して走行し、ガソリンを使用しないので走行時の CO2排

出量はゼロのバイクとなっています。東京都では CO2を排出しない環境先進都市「ゼロエミッショ

ン東京」の実現に向け、都内で新車販売される二輪車を 2035年までに 100%非ガソリン化すること

を目指しています。その実現へ向けた取り組みを推進していきます。 

 

２．課題 

EVバイクが満充電の状態と、ガソリン満タンのバイクの走行距離を比べると、EVバイクの方が

短くなっています。そのうえ、ガソリンスタンドのように燃料を補給できるインフラの整備が進んでい

ないという課題があります。 

 

３．事業  

  バッテリー交換式の EVバイク利便性向上のため、 

 区有地および民有地にバッテリー充電設備を設置 

 し、ガソリンスタンド代わりのバッテリー交換スポット 

 （バッテリーステーション）を展開します。利用者は好 

きなタイミングでバッテリーを交換することで、走行 

距離の問題を解消することが期待できます。 

 

４．設置状況  

現在、区有地のバッテリーステーションは、高島平温水プール駐車場、GS パーク板橋区役所

前（旧保健所跡地駐車場）、グリーンカレッジホール駐輪場の３か所となっています。 

 

  

 

 

  

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「板橋区 EVバイクバッテリーシェア事業」 

利用イメージ 

高島平温水プール 

駐車場 

GSパーク板橋区役所前 グリーンカレッジホール

駐輪場 
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2050 年ゼロカーボンシティ特別区をめざして、みずほ銀行と特別区長会の共催で中小企業向け 

に脱炭素経営セミナーを開催します。 

セミナーでは、脱炭素化を巡る最新動向や脱炭素経営を支援するソリューションや他社に先駆け

て取り組まれている企業の事例等を紹介します。 

 ぜひ、お気軽にご参加ください。 

 

１．概要 

（１）日 時 ： ３月２４日（月）１６：００～１７：３０ 

（２）会 場 ： ハイライフプラザいたばし／オンライン（ZOOM） 

※会場または ZOOM ウェビナーによるライブ配信 

（３）内 容 ： 「脱炭素化で競争力強化！～脱炭素化を巡る動向と支援メニュー・取組事例のご紹

介～」  

◆登壇 経済産業省関東経済産業局総括係長 西島 崇 氏 

「CO2 排出量の可視化から対外アピールまで、中小企業が取り組む脱炭素」 

◆登壇 e-dash株式会社ﾊﾟｰﾄﾅｰｻｸｾｽ部兼ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ部部長 甲斐 綾乃 氏 

「Local Decarbonization 板橋のある軽工業事業者の試み」 

◆登壇 惠友印刷株式会社 代表取締役 萬上 孝平 氏 

（４）定 員 ： 会場 100名（先着） オンライン 500名（定員） 

           ※先着順による定員に達し次第、締め切らせていただきます。 

（５）費 用 ： 無料（事前登録制） 

（６）申 込 ： 下記 URL またはリーフレット記載の二次元コードからお申し込みください。 

URL: https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_9Az6b8PzQ-SqgXaToPqOTA 

（特別区長会セミナー担当区）板橋区資源環境部環境政策課 ☎０３―３５７９－２６２２  

 

脱炭素経営セミナーを開催します 

https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_9Az6b8PzQ-SqgXaToPqOTA
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２０２４（令和６）年度に実施される環境関連の補助金・支援策情報（主に事業所向け）の一部をご紹

介します。詳細については、実施団体のホームページ等をご確認ください。 

 

１．使用済住宅用太陽光パネルリサイクル促進事業 

使用済住宅用太陽光パネルのリサイクルを促進するため、都が指定する産業廃棄物中間処理

施設で太陽光パネルのリサイクルを行う排出事業者、または排出事業者に委託した所有者に対し、

リサイクルに要する費用の一部を補助します。 

 

（１）申請期間 

令和５年６月１日から令和９年９月３０日まで 

（２）予算規模 

1億円  

※ 太陽光パネル高度循環利用の推進事業の総額です。 

（３）補助対象者 

使用済住宅用太陽光パネルの取り外し及び廃棄を、 

①住宅用太陽光パネルの所有者から請け負った排出事業者（※） 

②排出事業者に委託した住宅用太陽光パネルの所有者 

※ ハウスメーカー、リフォーム業者、解体工事業者など 

（４）補助対象事業 

都内の住宅から排出される使用済住宅用太陽光パネルをリサイクルするため、令和５年４月１

日以降に、都が指定する産業廃棄物中間処理業者（※）に使用済住宅用太陽光パネルの処

理の委託を行う事業であって、補助対象者が排出事業者の場合にあっては、次の要件を全て

満たすもの。 

（1）住宅用太陽光パネルの所有者へ、使用済住宅用太陽光パネルをリサイクルすることを

説明すること。 

（2）住宅用太陽光パネルの所有者へ、使用済住宅用太陽光パネルのリサイクルについて

本補助金を受給することを説明すること。 

 

   ●都が指定する産業廃棄物中間処理業者リスト 

中間処理業者の名称 施設所在地 補助対象処理日 

株式会社アロウズ 茨城県筑西市 令和６年４月１日 以降 

株式会社ウム・ヴェルト・ジャパン 埼玉県大里郡寄居町 令和５年４月１日 以降 

環境通信輸送株式会社 茨城県牛久市 令和５年４月１日 以降 

Ｊ＆Ｔ環境株式会社 群馬県伊勢崎市 令和６年４月１日 以降 

東京パワーテクノロジー株式会社 神奈川県川崎市 令和５年４月１日 以降 

株式会社浜田 東京都大田区 令和５年４月１日 以降 

水海道産業株式会社 茨城県常総市 令和５年４月１日 以降 

株式会社リーテム 茨城県東茨城郡茨城町 令和５年４月１日 以降 

    ※ リストの「施設所在地」で処理した場合のみ補助対象となります。 

        リストの「補助対象処理日」に処理をしたものが補助対象となります。 

（５）補助対象経費 

使用済住宅用太陽光パネルを都の指定する産業廃棄物中間処理業者においてリサイクルす

るために係る処理費 

環境関連補助金・支援策情報 
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（６）補助金額 

使用済住宅用太陽光パネルの発電出力（kW）に 25,000円を乗じた額（※４） 

※ 使用済住宅用太陽光パネルの発電出力は kW を単位とし、小数点以下第３位を切り捨て

た値とします。（1,000円未満の端数が生じたときは、切り捨て） 

（７）制度の詳細と問合せ先 

   制度の詳細については、下記ホームページを参照または下記連絡先へお問い合わせください。 

公益財団法人東京都環境公社 東京都地球温暖化防止活動推進センター（クール・ネット東京）  

使用済住宅用太陽光パネルリサイクル促進事業担当 ☎０３－５９９０－５３４３ 

https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/pvrecycle  

https://www.tokyo-co2down.jp/subsidy/pvrecycle
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「いたばし環境管理ニュース」は、事業所における環境保全を推進するため、来年度も継続して

実施する予定です。さらに皆様のご意向に沿った内容にするため、「いたばし環境管理ニュース」に

掲載してほしい記事や改善点、ご要望やご感想などを、下記連絡先までお寄せください。 

こちらのページをそのまま下記までお送りいただくか、ページ下部に記載の二次元コードからご意

見をお寄せください。 

ご協力お願いいたします。 

１ 環境管理ニュースはどちらでご覧になりますか。 

①職場（環境管理研究会会員）  ②区施設（区役所・エコポリスセンター・企業活性化センター） 

③その他（                         ） 

２ 環境管理ニュースは役に立っていますか。 

①役に立っている               ②どちらかといえば役に立っている 

③どちらかといえば役に立っていない   ④役に立っていない 

３ （２で③、④とお答えの方）役に立っていない理由はありますか。 

 

 

 

４ 環境管理ニュースの内容等について、改善点・ご要望等はありますか。 

 

 

 

５ 今後取り上げてほしい内容はありますか 

 

 

 

６ その他ご意見がございましたらご記入お願いいたします 

 

 

 

 

        ◀ こちらの二次元コードからもご回答いただけます。 

ご協力ありがとうございました。 

環境管理ニュースについてご意見をお寄せください 
 

板橋区 資源環境部 環境政策課 スマートシティ・環境政策係 宛 

Ｆ Ａ Ｘ ０３－３５７９－２２４９ 

Ｅ － m a i l s-kankan@city.itabashi.tokyo.jp 

住 所 〒173-8501 

東京都板橋区板橋二丁目 66番 1号 

板橋区役所本庁舎北館７階 

 


